
 

思いをもち 挑戦した 1学期終了 
74日間の 1学期が終了しました。大きな事故・事件が起こらず、無事に終業式が迎えられたのは、保

護者の皆様、地域の皆様の御協力の賜物です。感謝申し上げます。 
終業式では、1学期の全児童が行ったアンケート結果（一部）を通して、学校、そして、子供たちの

成長について話しました。 

≪終業式: 校長の話の一部紹介≫ 

 

 

重点目標「思いをもち 挑戦しよう」 

心のチャンピオン 
小笠東小学校 

学校だより 夏休み号 

令和 7年７月 24日 

←東小ニュースも

見てください 



 

いよいよ明日から「思いをもち 挑戦する夏休み」 

１ 期間 

７月 25日（金）～8月 26日（火）【33日間】 

２ めあて 

自分の思い（興味あることや夏休みだからこそできること）に向かって挑戦ことができる。 

  ３  課題については、学年、学級便りを御覧ください。 

   ※夏休みの学習ワークにつきましては、学年ごと分量に違いがあり、 

〇低学年は夏休みから家で取り組む。 

〇高学年は 1学期末から、学校でも取り組む。こととしました。 

 ４ その他  

我々教職員の思いと挑戦について紹介します。 

「今、思いをも

ち 挑戦して

いること」 

日本の文化に昔から興味があり、大学時代から茶道をたしなむようになりました。

大学を卒業してからは一時離れていましたが、環境が変わったことをきっかけに、

もう一度始めてみようと一念発起。大学時代にお世話になった先生のもとで、月１

ではありますが、お稽古を続けています。 

小さいころから競泳でオリンピックに出場したいと思っていました。４年生まで

は体格にも恵まれ、記録を出し続けていましたが、５年生になって限界を感じまし

た。子どもが生まれてから、もう一度挑戦したいとクラブチームに入り、今は週２で



練習をしています。オリンピックに出場する夢は叶いませんでしたが、世界マスタ

ーズの標準記録を突破することができたので、世界の人たちと大好きな水泳で戦う

日を夢見て頑張っています。 

ポルトガル語の単語を少しでも覚えようと思っています。なかなか覚えられませ

んが、わずかでも通じると気持ちがわかり合えたような気がしてうれしいです。「新

しいことに挑戦する気持ちを忘れずに！」過ごしたいと思っています。 

「夏休みに思

いをもち 挑

戦すること」 

４月に「今年は大型バイクの免許を取ります。」と、宣言しました。６月上旬に自

動車学校にて手続きを行い、７月から自動車学校に通います。30 時間も乗らなくて

はいけないので、取得には時間がかかると思いますが、夏休み頑張って、寒くなるこ

ろには取りたいなと思っています。 

数年前に、こんまりさんの本を読み、ときめくものだけを残して、ときめかないも

のは捨てようと思いました。この夏休みは、思い切って家の中の片付けをしたいと

思います。そして、すっきりしたらおいしいものをたくさん食べたいと思います。 

夏休みに、読書に挑戦したいです。普段はすぐに眠くなってしまい、なかなかペー

ジを繰ることができないでいます。米澤穂信の小市民シリーズなど推理小説を読ん

でみたいです！ 

健康が一番！夏休みこそ、「早寝・早起き・朝ご飯」を徹底し、それに加え毎日運

動をすること！そして目指すは、健康診断 ALL〇 

日本語以外の言葉がわかるようになりたいです。ずっと韓国旅行に行きたいと思

っているので、まずは韓国語の勉強を始めようと思います。 

「昔、思いをも

ち 挑戦して

いたこと」 

中学生時代から、ずっとテニスに夢中になっていました。努力して報われること、

努力しても報われないことを痛感しました。しかし、努力から多くの事を学びまし

た。夢中になったからこそ学ぶことができました。親友（先輩・後輩・他学校のライ

バル）もでき、前向きになれたと思います。親友と同じ学校で働くことができまし

た。幸せです。 



学生時代はダンス部に所属していました。当時はまだ珍しかったダンス部。他の

運動部からは運動部ではないとばかにされ、先生方からはちゃらちゃらして…と疎

まれていましたが、３つ上の先輩方が立ち上げた部を存続させようと、また何より

も友人たちと創り上げるダンスが楽しくて！みんなで１つのものを創り上げること

の難しさと楽しさを感じ、意見を交わすことの大切さを学びました。１つのものを

創るのは学級づくりと似ていると感じます。そして、当時私たちの活動を応援して

くれていた顧問のように、子どもの思いを理解し、尊重できる教員でありたいと思

います。 

幼稚園の頃から柔道を習い、小学校の時には週３で行っていました。中学に入り、

柔道の部活がなかったため、バスケットボールを始めると、そちらの方が楽しくて

長く続けていた柔道をやめようかとも思いました。しかし、黒帯をとるまでは！と

中学時代には、２つのスポーツに打ち込み、無事黒帯もとれました！ 

小学４年生から大学４年生までバスケットボールに打ち込みました。受験や採用

試験の期間も休まず、バスケ漬けの青春を送りました。バスケの技術はもちろんで

すが、根性やポジティブさを磨き続けた 12年間だったと感じます。また、背が大き

いことを気にしていた学生時代の私とって、長身は自分のよさの１つだと思うこと

ができるきっかけがバスケットボールでした。 

「やっておけばよかった。」と思うことを極力減らしたい、と昔から今も思ってい

ます。そのため学生時代は、メジャーでなくあまり知らないハンドボールというス

ポーツを部活に選びました。また、３週間の船の上で過ごす海洋研修に参加し、４か

国を巡りながら、そこでできた友人と楽しい時を過ごすことができました。 

小学生の時、私はプロレスラーになりアントニオ猪木に勝つことを夢見ていまし

た。だからこそ、毎日腹筋 50回とランニングを日課として、頑張り抜きました。努

力は報われないかもしれないが、やり続けた自分をほめたいという気持ちになった

ことが素晴らしいと思いました。 

どの挑戦が誰の挑戦かわかりますか？お子さんと話し合ってみてください。 


